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Arts Cube（アーツ・キューブ）プロジェクト始動のご案内 
 

    
 

十和田市現代美術館では、日本有数のリゾートホテルである星野リゾート 奥入瀬渓
流ホテルの協力のもと、美術館の展示室をキューブにみたて、地域へと展開し、十和
田をアートの街として印象づける「Arts Cube プロジェクト」を2012年8月7日（月）
からスタートします。 
第一弾としてアパレルメーカー三陽商会の国内生産拠点の１つであり七戸町にある
（株）サンヨーソーイング青森工場のご協力をあおぎ、現在美術館で開催中の栗林隆
《WATER >|< WASSER》展と連動したアート作品の制作、展示を行います。 
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十和田市現代美術館は現代アートの新しい体験を提供する美術館として国内外から高い評価を得ています。美術館の

特徴は、個々の展示室を「アートのための家」として独立させ、敷地内に建物を分散して配置し、それらをガラスの

廊下でつなげていることです。各展示室を独立配置させることで、それぞれのアート作品にあわせて建築空間をつく
ることができ、両者がより密接な関係を結ぶことができると同時に展示室は将来的に増殖し、地域のいたるところで

展開していく高い拡張性と柔軟性をもっています。 
 

このたび、市有数の景勝地である奥入瀬地区にある、星野リゾート 奥入瀬渓流ホテル内に「Arts Cube 奥入瀬」を設

け、広域的な魅力の発信、そしてアートと地域の新しい関わりを模索します。Arts Cubeと題されるこのプロジェクト
は、若手アーティストの育成も視野に入れ、継続的な取り組みとして行って行きます。 

 

会場    星野リゾート 奥入瀬渓流ホテル 東館1階（無料） 
栗林作品展示期間 8月7日（月）～9月下旬 （以降の展示スケジュールは詳細が決まり次第ウェブサイトで発表します） 
セレモニー   8月7日（火）11:00～  
 

星野リゾート 奥入瀬渓流ホテルは、八甲田から湧き出る温泉が溢れる露天風呂や、岡本太郎の巨大暖炉があるラウンジが癒しの空間を醸

し出します。奥入瀬の一番美しい朝のひと時を体感できるプログラムも満載。渓流沿いでの朝食や目前調理が人気のビュッフェレストラン

では青森の食材を中心とした料理を味わうことができます。今後は美術館とホテル間にシャトルバスを運行させ、鑑賞ツアーの催行や、宿

泊プランの造成など、地域間、異業種間での新たな関わりも創出します。 

連絡先  tel=0176-74-2121 fax=0176-74-2128 E-mail=kamiizumi77@komaki-onesn.co.jp 広報担当：上泉静子 
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■アーティスト栗林隆 x（株）サンヨーソーイング青森工場のコラボレーション 
 

Arts Cubeプロジェクト第一弾は、三陽商会の国内生産拠点の1つであり、40年以上に渡り上質なコートを生産し続け
てきた十和田市の隣町の七戸町にある(株)サンヨーソーイング青森工場のご協力のもと、アーティスト栗林隆との協

働作業による新作を制作します。サンヨーソーイングが有する高い縫製技術を活用し、栗林氏のイメージを具現化す

ることに成功しています。 
 

現在美術館で開催中の栗林隆《WATER >|< WASSER》展は、「水」をテーマに、大規模な新作インスタレーション、映
像作品を中心とし、美術館と中心市街地で展示を行っています。栗林隆は一貫して人間と自然の関係性を表現の主題と

し、「境界」をテーマに作品を制作してきました。 

 
ペンギンをモチーフとする今回の作品のテーマには、「境界線」に加えて、

奥入瀬地域の美しい「森」や「環境」が反映されています。陸と水を自由

に行き来する動物であるペンギンは、境界を越えていく存在として象徴的
に用いられています。美術館を通して生まれた新しい試みにご注目くださ

いますと幸いです。 
 

 

サンヨーソーイングにての制作風景 

アーティスト 栗林隆 Takashi Kuribayashi 
 

1968年長崎県生まれ。武蔵野美術大学卒業。その後ドイツに留学、2002年デュッセルドルフ・クンストアカデミ

ーをマイスターシューラーとして修了。国内外の現代美術展に多数参加し、海外においても高い評価を得ている。

国内では青森県の十和田市現代美術館にて恒久作品が設置。2010年森美術館「ネイチャー・センス」展、2011

年BEYOND MUSEUM「INBETWEEN」展など展覧会多数。2011年第７回武蔵野美術大学建築学科芦原義信賞受賞。 

 

 

参考：美術館展覧会情報 
 
栗林隆《WATER >|< WASSER》（読み方：ウォーター・ミズ・ヴァッサー） 
 
●会期＝2012年4月21日（土）～9月2日（日） 

●会場＝十和田市現代美術館、中心商店街（松本茶舗、bank towada、 

中央商店街（中央デパート）ほか 

●開館時間＝9:00-17:00（入場は閉館の30分前まで。（ただし8月3日（金）

～5日（日）、10日（金）～12日（日）は19時30分まで延長） 

●7月、8月の休館日＝7月30日、8月20日、27日 

 
Wolkenmeer 2012 photo by Kuniya Oyamada 


